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； 本学文学部博物館では，下記のとおり春季企画展「近世の地図と測量術」を開催いたします。 ； 
＋ 本学の教職員 ・学生は無料です（学生証または職員証を呈示のこと）。 ＋ ＋ 
＋
＋
； 期 間 4月間（月）～ 6月悶出 ＋ ＋ 
＋ 開館時間 月曜日一金曜日 9 : 30-16 : 30 + ； 土曜日 9: 3い 2:00 ; 
＋ （入館は閉館30分前まで，日・祝日は休館） ＋ 
＋ 
＋ 場 所 博物館企画 ・総合展示室（ 1 F・2F) <f 
＋ 
＋ 展示内容 ＋ 
＋ 企画展「近世の地図と測量術」 ＋ 
+ 今回の企画展示は，「近世の地図と測量術」をテーマとし，いくつかの小テーマを設定し + 
t つつ，近世末の日本における測量 ・地図作製の技術的展開とその成果をあとづけようとする ？ 
＋ ものです。まず①「近世の国絵図」の小テーマの下で近世の国絵図 ・刊行図などの概要を ＋ 
； 示した上で，②「伊能忠敬の測量と地図作製」の状況を紹介します。次いで，その影響の下 ； 
＋ にさらに創意工夫を重ねて北陸地方の測量 ・地図作製を進めた③「石黒信由の測量と地図 ＋ 
+ 作製」の全容を紹介し，当時の技術 ・方法を解説すると共に明治の陸地測量部に継承される + 
t 様子を示します。さらに，④「沿岸図・航路図と運河」，①「佐渡金山の測量と坑内図」の ？ 
＋ 小テーマによって沿岸・坑内の測量・地図作製についても比較・展示します。展示史料は基 ＋ 
； 本的には文学部博物館所蔵のものを中心としますが，足りない部分については他機関から借 ； 
＋ 用した史料で補います。 ＋ 
； 近年は研究上も， 一般的にも地図に閲する関心が阿っていますが，今回の展示は国絵図 ； 
＋ から実測による地図への展開の過程を示すもので，和算 ・il!IJ遠術とともに近世のすぐれた地 ＋ 
＋ 図作製技術を一堂に展示しようとするものです。近年の地図研究の成果を活かした展示に ＋ 
？ よって，地図そのものと，江戸時代の技術とその明治時代への継承について，少しでも理解 ？ 
＋ を深めていただくことを期待します。 ＋ 
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二モ代目， ｜立J，~：自白竣 I : (Jlイ1J
~£人；文献｜！？報センター（学術’h'i 鰍センター）と般杭
OPAC/TSS (0『トIinc Public Access Calalog) 
本学のIi在芹数500JjJit 
1992. 3. 15 
Jlイi：の同，1：釘iは，これまでの施I没に比べて大幅に己主持されている 21；＜：の地ド"1I取は約lOOJjlitの収
作能）J を 1.'i＇ ち，そこには学｜人·JJ 9i·1~ ＋i~.•• tのためのハ y クナンバーセンターが設けられているし5)jJlJ-の1.x
作能）Jを持つ！＇tm＂守！ポは，校合 j主りとなっており，ツ九五，＼］防災の1fjも，十分に完備されたものとなった




市iJ.¥*.'-L¥,!}: 万一柴集 ど~16 (J己崎イ又） 1 1~，1; ‘lι安」く鎌fl初WJ乍，I
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車iJ.l.+::n,1J 兵範記 49在 ！~－自II卯JI 7・4；範 長i1"元年（132）～y丈夫元年(1171)
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化財指定のものである。また真名手：'1ζ干家物”！？も1.cr,














































流，維新資料展，和i英 S古典籍のさまざま．近代ヨーロッパ思想の渉みなと二 :i~· if~ Aや特殊コレク






















































642,336人 1,694人 I644 ,030人
蔵書数 （予成4年1月1日調）
（ ）内は附版関持館内数
和合 ｜洋書 ｜合計 l
2, 594, 629lHt I 2.432, 249冊 I5。026守87811t
(478,671) I (255,394) I (734 ,065) 
年間士普加冊数 （平成2年度）
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28,232干＇［ 33,745磁 61,977干重



















































































































































たとえば近世イタリア符学の泰斗ベネデット ・ ~ 
クローチェや今世紀前半の英国におけるダンテ ？
学の権威，パジェト ・i
トインピーから贈呈さ h
れた薪古ーが挙げられ
る。
興味本意の一介の好
事家とはおよそ縁遠
い，学者気質の大賀氏が，たゆまざる研銭を通
して常った鋭い鑑識眼で， －mt-lit丹念に，選
び抜いたこの「姐江文庫」の特長は，何を惜い
てもその学問的水準の高さにある。したがって
ダンテ研究に携わるものにとっては，かけがえ
のない貴重な宝庫にほかならなし、。それにして
もこれほど立派な蔵書の寄贈を受けながら，
1936年以降のダンテ関係文献を系統的に集める
ことにより，大賀氏の遺産を継承発展させるこ
とのできなかった責任をわれわれはいま問われ
ている。
＊年度から教益部においても，イタリア語を
選択必修科目とする授業が開講されることに
なった。本学でイタリア学に携わるものにとっ
てはまさに朗報である。このことが日本におけ
る西欧像のゆがみを少しなりとも矯正するため
の糸口になることを希うものである。さらにこ
れが「旭江文庫」の真価を味わい得る遠い将来
の研究者の養成にもつながるとすれば，大賀氏
の大思になにぶんか報いることができるであろ
う。 （し、わくら ともただ文学部教授）
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